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`む静かに、墨の香りを楽しみながら
自由に筆を持ってみませんか。

纂藷霜議薩F「

°
iイ

≒

5/27.‐ 15/31
(月 ).  (金 )

i■ |

13:30～ 15:00

写経・お習字、お書きになる
ものは自由です。筆、墨など
お道具はこちらで用意しています。

5/2
(木 )

申込必要

定員20名
参加費100円

13:30～ 15:00

申込必要

定員10名 程度
参加費3,500円

良募多数の場合は拍選となります.

当選した方のみご連絡致します。
申込期間:4/1(月 )～ 6/7(金 )‐
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「脳活 r動活 r食活 r
認知症の発症と関係している生活習慣 〈食事、運動、口腔ケアなど)に
ついて学び、より良い生活につなげていくことを目指して開催します。

9/191 。月図トレ体操
。認知症予防と食事

毎月第3木曜日
5月から11月 (8月休み)

13:30～ 15:30

(木 ).1

‐6/20
,(木 ).

10/171|‐

。運動と認知症予防の話

1口月空ケアの方法
・脳 トレ体操
・認知症の薬について

・脳 トレ体操
・認知症予防と食事

。聴力と認知症の関係
・認知症への備え方

11/211‐

食事で作るシエアの
栄養と体調管理

・ 元気な体調はまず食事から

・ 一人暮らしの食事管理のコツ

o食欲不振に対応しましょう !

・健康寿命を延ばす食事の心得

轟らしあたした講座 檄 :鑢Ⅲ :磁寃

介護者のつごい

l轡量蜻 覇
気雀全警窪C百甦響F。   |

蠣13:30～ 15:00

「終の棲家を考|えるJ

●老後の住まいの種類や
■費用について6 .|
1住宅か施設かを判断するに

`施
設の現状とくらし:|‐ |

こまプラープ
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13:30～ 15:00 13:30-15:00

小澤クリニック

小澤進先生のお話
&.

お楽しみ講座
レクリエーション

中1込不要

輪
13:30～ 15:00

【福祉 0保健に関するご相談】 (地域包括支援センター)

相談専用電話 :045-901-6714
受付時間 :月曜日～土曜日 午前98寺から午後60寺まで ※第一土曜日の体館日を除<

日曜自・祝日  午前98寺から午後5時まで

.柔鼎零開答霜癸冒言ぁ督議霧諏墨肇聾霧赳権魔雪賛基理じン藩墓t、。    ―



開催事業は
ホームページに
詳し<掲載しております

♪‐絵本の読み間かせ
♪AOBAおやこリトミック
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難
詳しいチラシはHPまで

:青葉区の『テ茸て支援者が 会場を運営しています。

9:30～
ニユ:30

毎週
月曜日

1就学前のおテさんと一緒に遊んだり、親テでゆっくり過ご
′
しながら、

:テ声て支援者と盲児のお話ができます。もちろんご相談がなくても気軽に遊びに来てくださいね。

体館日のお知らせ

※
言ξ蘭緊徘 Iプ翌理ξP珈意は

飩

「何がわからないのか、わからない」
その答えを一緒に見つけましょう l

ボランティアさんによるサ回ンです♪
レベルに合わせて学べます !

13:30～ 15:30

健康相議魃 美しが丘地域ケアプラザ協力医
小澤クリニック Jヽ澤 進 先生

「単身(一人)世帯」
少子高齢化が言われて久しいですがこの傾向は増 進々行しています。
それに伴い高齢だけの世帯、単身世帯も年 増々カロの一途です。
全国的にみると高齢者世帯は地方、過疎地域で多く、一方単身世帯は東京、大阪など大都会で多く
なってぃます。
高齢者の単身世帯は女性が男性の2.7倍も多くなってぃます。
65歳以上の人口で単身の方は男性9.9%、 女性 19.0%となっています(平成 17年時)こ の傾向は
現在も進行中であります。
高齢者でも健康であれば自立した生活は十分可能ですが、一旦身体的、精神的病気になると、途端
に生活の質が低下し悪循環に落ち入りがちです。
介護保険や公的な福祉の活用により生活の質を落とさないためには、tそれらの制度あ理解や活用の
ノウハウを知っておく船要があります。               ・

医療においても介護においても本人の同意が必要とされ、まして金銭的内容が含まれると、他人が
介入しづらくなります。
その時に近くに本目談や親身になって動いてくれる人がいると、早く迪切な対応が取れます。
そのためには前もって自分の意志や示しておくこと、信頼できる人を選んで、お願いしておくなども重
要です。横浜市ではケアプラザが地域別に置かれており、元気なうちにその場所や利用方法などを
矢口って、活用することもできます。

● 美し


